
埼玉学園大学 

101 

Ⅴ．特記事項 
 
1．産学連携 

実社会を理解した上で、新たなイノベーションの担い手となる人材の育成が大学教育に

おいて求められる中、教育の質保証の視点から、埼玉高速鉄線東川口駅が最寄り駅である

本学と、（株）埼玉高速鉄道において、多面的な連携のもと、研究開発、人材交流、教育・

研修、社会・地域貢献、環境保全の各分野において相互に協力し、豊かな人間形成及び人々

の幸福に貢献可能な社会と産業の発展に寄与することを目的とし、令和 2(2020)年 2 月 4

日、包括的連携に関する協定に基づく産学連携活動がスタートした。 

「企業と大学の共同による地域社会イノベーション－鳩ヶ谷における参加したくなるロ

ーカルプロジェクトの実践について」のテーマのもと、ゼミナール活動を中心に、歴史と

モダンが調和する街『鳩ヶ谷』駅をフィールドとして、学生が主体となり、様々な活動を

展開している。地域住民や埼玉高速鉄道の職員、地域の商店街関係者と一緒に社会実装の

ための実践活動を通して、学修者の主体性やコミュニケーション能力、プレゼンテーショ

ン能力、問題解決能力などの向上が期待され、さらに、地域社会への貢献にも寄与するこ

とが期待される。【資料特-1-1～8】 
 

2．高大連携 

高大連携プログラムとして、川口市市内高校や埼玉県立岩槻北陵高校との連携事業（イ

ンターンシップ）が実施された。高校生の将来の大学の学習に対する意識の向上を図ろう

とする目的で、高校 2 年生が本大学の授業を体験、進路指導の充実が図られた。高等学校

における教育の多様化のなか、大学受験の目的意識を明確にしてもらい、それらの参加が

進路選択の一助となり、高校から大学に円滑に移行させることに繋げていきたい。 

また、川口市教育委員会と埼玉学園大学との教育連携及び協力協定が結ばれ、人間学部

の実習に市内小中学校の実習現場をご提供いただく。「教育インターンシップ」を導入する

事で、教員志望の学生が早い段階（学年）で現場を知り、教育実習に役立つ体験の場をつ

くると共に、教員としての意識・資質能力の向上に努めていく。小中学校免許希望取得の

学生と心理学科の心理学カウンセラー育成講座の学生は、ボランティア活動などにも積極

的に参加していき、将来の免許・資格取得のための経験値を高めていく。このように高校・

大学・社会との関係性を深めていき、様々な連携事業を検討していく。【資料特-2-1】 
 
3．国立公園オフィシャルパートナーシップ（環境省） 

本学と環境省との間で契約している「国立公園オフィシャルパートナーシップ」プログ

ラムの契約も 2 年が経過した。コロナ禍のためおもに観光系科目を履修する学生に対し授

業内で本契約に関する特別授業を実施し、環境保護を意識しながら観光促進を行う知識を

深め周知することに力を注いだ。その中でも 1 年目の活動として三峰ビジターセンター（秩

父多摩甲斐国立公園内）、2年目の活動として新宿御苑ナショナルパーク・ディスカバリー

センターへとフィールドワークを行い、大学祭での発表で活動を公開した。プログラムに

参画している自治体・パートナー企業・団体同士が対面で活動報告を行った初めてのピッ

チイベントにおいては、教育機関としては本学だけであったが、Z世代と言われる本学学生

がこの活動に真摯に取り組んでいることに対し関心を持っていただいた。それを 3 年目の

活動に反映し、さらなる学びの高度化を実現していくことにしている。【資料特-3-1～2】  


